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都市部における余暇退屈度の特性

0土屋薫(青森大学)、滋谷泰秀(青森大学)

1.はじめに

レジャー概念を語源から理解すると、それJ立単に自由な心、の状態にi閉塞する態度であるばかりでなく、何ら方的能力(例えばリベラ

ル・アーツに関わる官肋)が求められることがわカも(松田 l鵬)とこの語源カミら捉えたレジャー概念を、レジャーォの隣包に関するデ

ユマズディエ司輪P叩副i町 1962)に照らし合わせて考えてみると、不自由な心の状態.を癒すものとしてのレジャーの姿を具備甘

に捉えることができる。そ判土つまり、 破労Jや「退屈」、あるし、は「アノミーJといった「不自由な心の状態Jから我々 を癒して〈

れるものとしての「休息jや「娯楽J、あるいは「自己開発Jという形でレジャーを据えることができる、ということである。

ここで言う「不自由な心の状銭jとはある穫の「ストレスJとして瑚手できる、と我々崎献している。つまり、レジャーとは「個人

が置かれたストレス状t兄から自由になること」であり、しハジャーに関わる能力とは「ストレス対処に関わる能力Jとして従えることがで

きるのではないだろうれそのように青森舟すると、レジャーを単なる遊びゃ自由裁量省高動として捉えるだけでは説明できなし普iVJiが見え

てくるのではないか。言わば、 「文化的なJ告苦必需としてのレジャー叫封書がはっきりしてくるわけである。当然、ヤジャー行動に関

するそテツレを見庄す必要も生じてくる。

その意味で、レジャー惜訪を捉えるアセスメントツールはますます霊聾性を帯びてくるが、その中でも、 「ストレスにきちんと対処で

きたかどう州品、うことを捉える上で、斜関前足度キ期総忌屈度に関するスケーノレは、改めて注目するに値する。

そこでヰ布院では、先行司院の知見に基づし、て、特に緋超屈度のスケ一川と焦長を当てて、レジャー特動モデルを構築する一助とし

た凡なお用認こ関して、本湾問においては、斜段とレジャーを同義のものとして捉え、統寸句に「レジャー」という語を用いるが、用

法がー骨枇してしも名称等につしては、 「剣劇とし、う語を用し、る。

2.穆院の方法

(1)斜既昆屈度(Leis町 eBorecl咽Scale)

本訪問-c，~ 昨年度までの被留吉果を受けて、 Iso-Ahola と Weissinger (I990) のつくったLeisureBored<叩 1Scale (ショートパ

ージョン)の調査票16項目をさらにトリミングした8項目の調査票を使用した。

我々のLeisure Boredomの定義弘士、 Iso-AholaとWeissinger (1ω0) の読査票を使用していることから、基本的なレベノレでは

Iso-AholaとWeissingerの定義と同業である ( r斜防塁胆度とは個人が体験可能な最麟濁責と現実の体験のギャップから起こるネガ

ティブなムードであるJ)が、青潟県内及び青森市内におけるパイロット調査制吉果を受けて(土屋・溢谷 1997、佐6・土屋 2∞I)、

斜際基程度は1因子事裁室ではなく、 No SkillとLeisureNegati veの2因子者報室であるとしてそデノレを構築した。

(2)レジャー活動

従属褒激としてのレジャー活動の実態を出産するために、レジャー活動明参加度を捉えることとしたが、これは昨年までの訴置と

向じく財団法人斜段開発センターによる活動区分とデータを参考にした。ただし、大郡市部を含めた調査のため、取り上げるレジャー活

巌蜘土17項目とした。

1. 園芸・庭いじり

2 体操(器具を使わなし、もの)

6競輪・競馬

7.麻雀

3. ビデオ書簡(レンタルを含む 8.ジョギング

4 音渠鑑賞印、レコード、テープ、fMなめ 9.宝くじ

5. パチンコ 10 外食
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11 カラオケ 16. ドライブ

12.釣り 17.郵政調、権側覇、水騨官、博槻宮

13.映画

14.ボウリング

15.園内勧勧桁



(3)仮説と分析手法

検定すべき仮説は、下記の2点である。

1.余暇退屈度 止eisureBoredom) は2つの因子 4¥10SkillとLeisureNegati ve)て精賦される。

2.斜際呈屈度のレベノレ (Tota1Leisure Bored明)が上がると、斜段行動の頻度。ota1Leisure Acti vi ty)は低下する

また、計量心理学的古典理由に基づいた下記の 5項目の基本民縮扮析を行った後、共消妹都齢析に基づいた斜腿庖度に関する理

論モテM 万臨を行った。

1.記放掛分析. 平均、モード、メヂアン、分散、最大値、最ノH直、尖度、歪度、平均σ標準誤差

2度数分相祈: 単純度数分布表、度粉布ヒストグラム、クロス集計表

3. f言頼性分析ItemR四日nderCoefficient、クロンパックのアノレファ

4.相関分析 スケーノレ内の項目同士の相関マトリックス、スケール間相関

5固因刊所 探知咽子分析

この際、レジャー活動は、 17項目 QAl-LAI7)を総合点化し、レジャー活動調度として捉えた。基礎裾清新にはSPSSを、失分散

概齢析にはMKlSを郎、た。

(4)サンプル

本研究は、昨年までの青森市厩査に引き続き行われた全国の都市部を対象にした調査研究である。サンプノレは、川鬼東京、名古屋、

大阪の4地有Jβう込もら行土れたた。回収された3剖17票カが、涼本布院のサンプ労ノレて

用いら士れLぱ7こ-c 

4.結果と考察

(1)斜路島屈度のト}タルスコア

斜路島屈度の具備恰設問は表4-1に示した。また、儲貫性に衡する項目除外統制茸等の掛目は表4-2に示した

表4-1. 斜関慰極度の質問票
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弘に左っ C. t'l山時間 11師側で厄介々ものである I l!  j 3 I ~ I 5 I 6 I 7 
白山時間があると il!illしてしまう 11  I 2 I 3 I 1 I 5 I 6 I 7 
fJ幽時間のときには、何をしても照駁たにフ"気カ fる I 1 i I 3 I 4 I ~ I 6 I 
It山時間の際 いつもや句たいことをやっ Cいるわけでは"い 11;，かといって ほかにどフしたりいいカわから均い II I 2 I 3 I -( I I 6 I 7 I 
1(111時間に何かしたいのだ b、何をしたらいいのかわから々い国 I I I 2 I 3 I ~ 号 6 I 7 I 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一 一一一一一一
10 1lI 1.~ 聞の大 1部分を穫ることで過ごしてし主 I 1 I 2 I 3 I 1 I 5 I 6 I 7 I 
5余暇&動をそれほ t裂しい去は思わ"い I I I 2 I 3 I ~ I 5 I 6 I 7 I 
弘" 余暇活動を奮しむ僻けへ)をあ受り身につけていない I I I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 1 I 

表4-2 斜路墨屈度の信頼出士析

項目 平均 分散 相関 軍目関 アルファ(α)

印SI 16.2366 52.8268 .5611 .4239 .8臼9

uお2 15.9338 48.5241 .6798 5762 .8565 

LBS冶 16.2461 51. 8570 .6425 .5688 .8624 

山s4 15.3691 45.7083 .7848 .7646 .8443 

LBS5 15.6151 46.2501 7653 .7432 .8467 

回Sお 15.4353 49.9048 .4860 .2839 .8792 

lお7 15.8265 50.2ω8 .政則 4410 .8647 

I民8 15.0505 46.0024 .6380 .4965 .8626 

-平均及U治樹立そU項目都慨した場合。滞留村直 ・府似そσ頭目と総合点町制nt七15閉 .1
・謝r昂まその相側桝した場合マヌ賓目と他F頑固との;重苦闘 ・アルファ(α)は事河田博桝l..td1和α値
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剰腿屈度のトータルスコアの分布個 4ーl得点は5点インターノヤレの中間面は非常に高して負の歪度を示し、分布としては正規分

布と言えないものであった。しかし、この分布は否語力械捻を調査した場合に典出甘に観察される分布であると考えられ否定の度合

い刺岳、ことを示すスコアから郎、スコアまでほぼ直網拡頻度叫氏下を示した。

頻
度

頻
度

樽点 得点

図4ー1.斜髄屈度時始点 図4ー2 斜院島屈慶のトータルスコア度数分宥
また斜防基庖度の平均l士、 トータルスコアで 17.96、標準偏差は7.92であった。各項目の最高点と最低的立、項目 1・(私lことって、

自由時間は面倒て厄介なものである)と項目 3:(自由時間のときには、何をしても無駄なような気がする)広場量高，有(/;¥6であったのを除

くと、 7とlであった。各項目の平均は、1.71 (項目 3:自由時間のときには、何をしても無駄なような知2する)から2.91(項目 8:私

は、余暇を楽しむ特(ナベ)をあまり身lこつけてしないjて、あうた。ニのことから、典型的には、制慢を楽しむ術を知らないことが斜院

を楽しめない最も大きな理由になってしもと恩われる。

今回の調査票は、斜段に再号して否掛ヲなおaがされてし、る B項目全部に、 “まったくそのとおりである"と回答する(r斜医院老会に
退屈であるJということを意味する)と、 トータルスコアは弱点、となる (8項目X7，刻。また、 8項目全てに“ほとんどそう品目わな

げ'と回答すると 16点となるととから (8項目X2郎、平均点が 17.96であること民平常酌には、巨隠者の方々は斜段を「退屈では

なしリものとして考えている、とf足えることができる。

(2)剣腿屈度とそのサプスケーノレ

先行研究では斜路島原度は一つ例虫立した尺度として取り扱われてきたが<rso-Ahola& Weissinger ; 1985、1987)、質問の内容か

ら因乎化を試みると、土屋と器官fj:(1998)の事陪問線、本砂開におし、ても、斜総監庖度lこは2つのサプスケーlt-O河地瑚章容された

因子分析。Jr∞回 OrthobliqueRotation with Kap開=4)時吉果は、表4-3に示した。封撒のExtractionは、前述の2因子て全分

散の67.81%の説明力であり、分散の説明カの点lこ関しては村士であった。この2因子の内容については、表4-4、表4-5及。習4-5

を参照された川実演l践激に差づいた2因子聞の相関は、 626であり、因子分析で税信十された相関と非常に近かつむ

表4-3. 斜髄庖度の園王金析倫咽x)

Total 

4.407 

1. 017 

Eχtraction SI皿 ofSquared Loadings 

V'ariance Explained 

55.09()時

12.71邸

CU!mJlative(6) 

55α矧

67.伎蹴

艶 -4. 斜髄屈度の因子分析湘関Matrix) 部 -5. 斜院踊度¢泊予分析(f>attemMatrix) 
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図4-5 剰関島庖度の成分プロット

スケール

No Skill 

L.eisure Negati ve 

To句l凶

第一因子は、明ら州こ項目 l、項目 2、項目 3で成立する因子で、積極的な余

暇行動の展開に関して「陰tiJとして位置づけられる。そこで、我々はこの因

子をLeisureNegativeと名づけた。第二の因子は、項目4、項目5、項目6、項

目7、項目 8で戒立してしもが、この因子は、斜慢に関わる夜術が無し、が為に、

自由時間があると退屈さを経験してしまう人々が高川直を示す因子である。そ

こて教;々 f::lλこ夜間子をNoSkil1と名づけた。

スケール全体州議事帯封系数はクロンノ〈ックのアノレフアで88であり(表4-6)、

叩 独立した尺度としての一貫性を保持しているものと考えられる。また、それぞ

ゎωサブスケーノL毎の信頼出土表4-6に示す通りで、それぞれスケールとして

の一貫性を保持してし、るものと考えられる。

標準備差

5.70 

2.99 

7.92 

標準誤差

.32 

.17 

.45 

また、斜防塁屈度に衡する共分費財あ節子析の結果i土、表4-7及。切4-6に示したこの緒果も、 LeisureNegati veとNoski1l品、

f宮司調主 クロンバックのアノレフア

う2つの因子が斜防塁庖度を言期月するという概念を支持するものでーあった

GFI仕凶lCSSof Fit Index. AGFI:Adju.sted GFI， 
ぬも臼段叫勺臨町叡開reerror of A即吃叫1間口叩

1UT1岨crLewis抽:<，NFI:Noo制Fit抽'"

長〉一一¥叶日51険90

図4-6創毘忌庖度モデル

(3)剰街島屈度どレジャ→活動

斜総呈屈i度とレジャーf苦動。瀕度は以下後4-8)回重りである。

ここからは、 「斜院塁屈度の高し、人法斜段活動をする頻度州ほしリとし、う傾向がわかる。

表4-8 斜隠臨度とレハジャ寸舌動¢場渡のクロス集計ねte悶 ized)
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5.まとめ

我々の研究は 1so山 ola& Weissinger (1985、1987)の慨を否定するものではなく、余坪沼庖度 CLeisure&>red叩)は一つの首尾

一貫した尺度として荷主するが、少なくとも日本人を対象にした場合、地方都市のみならす弔問郡山こおしても、この尺度にこれまで報告

されてしなかった下位慌針2存在すると主張するものである。
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